
（別紙様式）                                                                             （Ａ３判横） 

令 和 ２ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県 立 大 宮 中 央 高 等 学 校  ） 

目 指 す 学 校 像 多様な学習システムを提供し、生徒一人一人の自己実現を助け、思いやりのある情操豊かな人間
の育成を図る。 

      

※学校関係者評価実施日と

は､最終回の学校評価懇話

会を開催し、学校自己評価

を踏まえて評価を受けた日

とする。 
       

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１ 自ら学ぶ力や人生を切り拓く力を育成する。 

 

２  地域等と連携し、豊かな心や自立して生きる力を育成する。 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   
出席者 学校関係者   ６名 

    生徒      ３名 

    事務局(教職員)１５名 
 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

   ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

   ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
         

学 校 自 己 評 価  学校関係者評価 

年 度 目 標 令和 ２ 年 度 評 価 （ ２ 月 ７ 日 現 在 ）  実施日 令和３年２月１３日ほか 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見･要望･評価等 

１ 

【通信制の課程】 

①多くの生徒は、学習に前向きに取り組んでいる

が、学習に難しさを感じている生徒もいる。 

②進路希望実現のために、外部の教育力の活用を図

り、進路意識を高める必要がある。 

①生徒が意

欲的、計

画的に学

習を進め

られるよ

う指導法

を改善す

る。 

 

 

②生徒が進

路希望を

実現でき

るようキ

ャリア教

育を改善

する。 

①生徒が意欲的に授業に取り組めるように、レポー

トや授業、連絡方法について、工夫、改善をする

とともに、質問、補習等の体制を充実させる。 

②学習サポーター、ハローワークなどの外部の教育

力の活用を推進する。 

 

（参考昨年度数値） 

□学習手帳や学習ガイ

ドブック、受講ガイ

ドブックを活用して

いる生徒の割合      

     ８３．３％ 

□授業やスクーリング

に意欲的に取り組ん

でいる生徒の割合     

     ８６．２％ 

□学力の伸長を実感で

きた生徒の割合 

    ７１．８％ 

□進路実現や高校卒業

に向けて積極的に取

り組んだ生徒の割合     

          ６０.８％ 

□単位修得率の向上 

 

□卒業時の学校満足度

の向上 ９５．６％ 

 

生徒アンケートの結果、

手帳・ガイドブックの活

用以外はすべてマイナス

である。新型コロナウイ

ルス感染症対策の影響と

考えられる。 

※①から⑩は３課程の生

徒アンケートの数値であ

る。 

①手帳、ガイドブックの

活用 

８４．６％（前年比＋

1.3） 

②授業への意欲的な取組 

 ７９．０％（－7.2） 

③学力伸長の実感 

 ６９．１％（－2.7） 

④進路決定への積極的な

取組 ５３．９％（－

6.9） 

⑩学校満足度（総合） 

  ９１．９％(－3.7） 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

①今年度導入した Google Classroom を本

格的に活用し、ＩＣＴ教育を推進し、生

徒の主体的な学習態度を構築したい。 

②外部教育力のより効果的な活用のため

に、生徒のニーズの把握に努める必要が

ある。 

 

新型コロナウイルス感染症の影響

下において、感染防止を始め、授

業やスクーリングにおいてさまざ

まな工夫をして教育活動を継続し

ていることに対して深く感謝いた

します。また、学校からは引き続

き様々な情報発信をお願いいたし

ます。 

◆学習指導 

ガイドブック等の利用率が高ま

り、学校からの指示や連絡に従っ

て学習を進めた結果、例年以上に

単位修得率や卒業者数が向上した

ことについて、高く評価する。 

◆進路指導 

今年度は就職内定率の低下や大学

入試の度重なる変更によって、卒

業生に対して大変な１年であった

と推察する。どの課程においても

進路指導部を中心に、熱心に指導

を行っていることは大変良いこと

であると感じる。次年度以降も生

徒との連絡手段のさらなる改善を

進めて努力して欲しい。 

◆生徒指導・教育相談 

新型コロナの感染防止を図る中で

生徒のマナーやけじめのある行動

が引き続き高い数字を保っている

ことを高く評価する。 

◆学校行事・部活動等 

今期で最も残念であったのが、学

校行事や部活動の縮小を余儀なく

されたことである。懇話会に出席

している生徒からも行事の削減や

部活動の制限について残念である

という声があった。学校は学習活

動だけで成立しているのではな

い。特別活動の意義は大きく、社

会性を身に付ける意味で、本校の

ように通信制・定時制の生徒に対

する教育効果は高いと感じてい

る。今後このような状況が続くの

であれば、工夫と改善を通して人

格の完成を目指して尽力していた

だきたいと思う。 

【単位制による通信制の課程】 

①通信制教育システム、かつ、学力差が大きい中、

いかに学習習慣をつけさせるか。学力状況をどう

把握・分析し、最適な学習を指導するかが課題。

単位修得率の向上や卒業者数のさらなる増加が必

要である。 

②特別活動や進路指導を通して、卒業後の自立につ

ながるようにしていくことが必要である。 

①（自ら学ぶ力の育成） 

・レポート、スクーリング、テストが、より有効的

に機能するよう、行事予定表を見直す。・ＩＣＴ

や学習動画・資料等を活用する。・学習サポータ

ーを活用する。 

②（人生を切り拓く力の育成） 

・特別活動や部活動の在り方を工夫する。 

・通常の進路指導のほか、就職支援アドバイザーや

教育相談担当者と連携して、生徒が主体的に自立

に向けた進路決定ができるようにする。 

①通信制のシステムが有効活用されるた

めに整備した単通メール等を中心に、生

徒や保護者間のコミュニケーションを図

り、ＩＣＴ教育を含めた教育活動の充実

が課題である。 

②学校行事の工夫を行い、生徒会活動や

部活動を継続したい。また、学習サポー

ターや就職支援アドバイザーの活用をさ

らに充実させていくことが課題である。 

【単位制による定時制の課程】 

① 様々な課題を抱えた生徒が在籍し、各々の生徒

の学習需要が異なることから、各教科、分掌が連携

して一人一人の生徒にきめ細かな指導をしていくこ

とが求められる。 

② 生徒の進路意識の一層の向上を図るとともに、

進路決定に向けた積極性を培うことが必要である。 

① 多様な講座を開設し、生徒の学習希望や需要に

対応するとともに、新型コロナウイルス感染症対

応を含めた社会の要請に適切に対応しつつ本課程

の教育システムの持続可能性を高める。 

② 履修指導、面談、進路に関する説明会等の機会

を活用して、生徒の進路意識を高め、自ら行動を

起こせるように支援する。 

①休校措置中に課題配布やＨＰ上の指示

を行い、単位修得率が大幅に向上した。 

②履修指導や学校説明会を３密を避けて

少人数で丁寧に行った結果、主体的に取

り組む生徒が増加した。さらにシステム

として定着させたい。 

２ 

【通信制の課程】 

①②特別活動や行事をとおして意欲的な学校生

活、そして、自己実現を図らせたい。また、個

に応じた教育相談体制を充実させる必要があ

る。 
①生徒の規

範意識を

向上させ

る。 

 

 

 

②社会的自

立に向け

た多様な

学びの場

を提供す

る。 

 ①巡回指導を実施し、生徒への声かけを行い、規範

意識の向上を図る。 

 ②学校行事に多くの生徒が参加できるように日程、

内容、周知方法等を検討する。また、教育相談室

の活用を進める。 

 

□マナーある行動、け

じめのある学校生活

を送っている生徒の

割合 ９８．１％ 

□自分のよさや課題を

理解し、自分の力を

伸ばそうと取り組ん

でいる生徒の割合      

    ６７．９％ 

□特別活動 

・参加率３２．１％ 

・満足度９５.３％ 

□部活動 

・参加率１７.７％ 

・満足度９１.９％ 

□思いやりの気持ちを

もち、他の人に対す

る気配りができる生

徒の割合９４.７％ 

 

行事については、参考と

なる回答が得られなかっ

た。マナーやけじめなど

の規範意識向上について

は健闘した結果である。 

⑤マナーやけじめのある

学校生活 ９４．４％

（前年比－3.7） 

⑥自己理解、力を伸ばす

取組   ６６．０％

（－1.9） 

⑦学校行事参加率／満足

度ともデータ不足により

評価できず。 

⑧部活動参加率／満足度 

９．４％（－8.3）／８

４．８％（－7.1） 

⑨思いやり、気配りがで

きる ９０．７％（－

4.0） 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

①ＨＲの時間が限られているため、巡回

指導等を有効に実施し、生徒の規範意識

だけでなく、自己肯定感等を高める良い

機会にしていきたい。 

②コロナ禍での学校行事について、検討

しなければいけない。教育相談体制は整

っており、今後も一人一人の生徒への個

別の支援が求められる。 

【単位制による通信制の課程】 

①生徒や保護者、地域への発信を強化し、信頼関係

に基づく指導や協力関係が行えるようにすること

が課題である。 

②単通課程の特色、他課程との違いを対外的に周知

することが課題である。 

①生徒個々の状況を把握することに努め、問題行動

の予防的指導と、社会的自立に向けた育成をす

る。可能な地域との連携活動を模索する。 

②入学相談会や学校説明会、ＨＰ発信等を充実さ

せ、入学後主体的な学習活動が進むようにする。 

①生徒の自立・自律を支援する教育相談

などを有機的に実施する。また養護非常

勤の意義を検証し、継続していきたい。 

②学校説明会や入学相談等においては引

き続きＨＰを活用して、さらに実効性を

高めていくことが課題である。 

【単位制による定時制の課程】 
① 安心、安全な学習環境はほぼ確立されている。
さらに生徒の規範意識を高め、学習に向かう姿勢
を育てていくために、引き続き全職員が共通の認
識をもって生徒の指導に当たることが重要であ
る。 

② 教育相談体制の整備により、生徒への支援は充

実しているが、様々な背景を持つ生徒も多く支援

をさらに充実させることが求められる。 

①「学びたい意欲」を大切にし、よりよい学習環境

を実現するために全教職員が個々の生徒の状況を

踏まえつつ、共通理解を持ち指導にあたる。 

②地域や保護者への発信を積極的に行い、また、地

域や学校内外の人材を活用し、教育相談の視点か

らの生徒への支援を充実することで、生徒の学ぶ

意欲を支える。 

①後期において、巡回指導や授業時の働

きかけなどによって、生徒の規範意識を

醸成した。さらに継続していきたい。 

②新型コロナ下においても担任を中心

に、教育相談員やサポートステーション

などの外部スタッフの力を活用して、個

別の丁寧な指導を継続していく。 

 


